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フロンティア事業助成 実績報告 

 

団体名 ひょうご地域防災サポート隊 代表者名 伊藤 道司 

事業名  「自主防災行動計画の作成マニュアル（案）」の提案 

 

事業実施実績 

年 月 日 活  動  内  容 

平成22年 5月10日 理事会を開催し、平成22年度事業計画概要（案）にフロンティア事業の取り組

みを決定 

     6月 9日 最近の豪雨災害から得られた新たな知識・提言・研究動向について調査の実施

や市町アンケート・自主防災組織ヒアリングの実施を決定 

     7月～10月 県下の全市町の防災担当部局を訪問、アンケート調査やヒアリング調査の趣旨

説明を行い、アンケート調査と自主防災組織の紹介を依頼した 

平成22年 8月 

～平成23年2月 

・市町から紹介を受けた自主防災組織等（２５団体）のヒアリング調査を順次

実施 

・事業のフィージビリティスタディ（実現可能性調査）のため、先進的な取り

組みを展開中の自主防災組織２団体をヒアリング 

・担当者ごとに日程調整の上、自主防災組織等のヒアリング調査を実施 

平成22年 9月 

～平成23年2月 

最近の豪雨災害から得られた新たな知識・提言・研究動向について調査の実施 

・「平成21年台風第9号災害検証報告書」等関係機関に設置された各種委員会

や検討会の報告書の調査 

・大学や土木学会など主催の研修会､講演会に参加して新たな知見･教訓の修得 

・気象専門家の講演会等に参加し、最近の気象予報の現状と研究動向について

調査 

平成22年 9月 

～平成23年3月 

・市町アンケート調査の取りまとめ 

・自主防災組織等のヒアリング結果の取りまとめ 

・最近の豪雨災害などに関する調査結果の取りまとめ 

平成22年12月 

～平成23年3月 

自主防災行動計画の作成マニュアル（案）の提案作業 

・「自主防災行動計画の作成マニュアル（案）」の作成内容に関する打ち合わ

せ（１月２１日、２月１日、２月１６日） 

・専門家（山口一史先生）の指導・助言（３月２２日） 

平成23年 2月～3月 
マニュアル完成、事業報告書の作成・編集・印刷・校正 

・事業報告書の取りまとめ方針打ち合わせなど（３月１６日） 

 

効果と成果 

 本ＮＰＯ提案の「マニュアル」を参考にして、それぞれの地域の皆さんが、イザというとき「自

分達の地域は自分達で守る」ためどのような行動を起こすべきかについて、話し合いながら行動計

画づくりに取り組むことにより、その地域に合った行動計画が作成できる。 

 県下の自主防災組織等が行動計画づくりに取り組んだり、行動計画を作成することにより、自ず

と県下全域での自主防災組織等の防災力向上に繋がる。 

 但し、行動計画は作るのが目的ではなく、地域の皆さんが防災について絶えず関心を持ち、平常

時には、行動計画に基づく防災訓練など絶えず実施し、イザというときに備えることが重要である

ことは、言うまでもないことである。 
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収支決算書 
 
（収 入） 

項  目 金額（円） 

フロンティア事業助成金 1,000,000 

自己資金    18,016 

合  計 1,018,016 

 
 
（支 出） 

区分 項 目 金額（円） 左のうち助成対象金額（円） 

直  

接 
 

経  

費 

専門家の指導・助言    30,000    30,000 

調査検討・研究費    72,000    72,000 

ヒアリング、 
アンケート調査費 

  183,000   183,000 

（記録誌、マニュアル、ﾎﾟｽﾀｰ作成費） 
報告書、マニュアル作成費 

  174,000   174,000 

（記録誌、ﾏﾆｭｱﾙ、ﾎﾟｽﾀｰの編集・校正・印刷・製本費） 
報告書の作成方針・編集・印刷・校正 

  229,575   229,575 

交通費    79,070    79,070 

小 計   767,645   767,645 

間 

接 

経 

費 
 
 

〈
一
般
管
理
費
〉 

通信費    22,165    22,165 

消耗品費等   228,206   228,206 

小 計   250,371   250,371 

合  計 1,018,016 1,018,016 

 


